
 

 

 

 

 

 

 

■良い年をお迎えください！   校長 石川 拓 

 

３月発行予定の PTA広報誌「高島だより」に掲載

する子供たちの写真を見ていました。嬉しそうな表

情や、緊張した表情や、真剣なまなざしがありまし

た。広報誌の発行が楽しみです。 

写真を見ながら感染症等で休校になるような不安

を感じない充実した３６５日は、随分久々のことだ

ったと思いました。  

保護者様には学校の一日一日を支えていただきま

した。今年一年の様々な御協力に心から感謝申し上

げます。新年が皆様健康で一つでも二つでも嬉しい

ことがある年になるようにと願います。 

冬季休業期間中はGIGAスクール

端末を持ち帰っていただきます。

端末を活用して学習を振り返っ

たり、楽しんだりすることができ

る動画等を準備いたしました。 

端末を活用した宿題を用意した学級もあります。 

無理のない範囲で取り組んでいただければ幸いです。 

私たち教職員は年末年始にリフレッシュして、新

学期には笑顔で子供たちを迎えたいと思います。 

どうぞ良い年をお迎えください。 

 

■ 令和7年度教育課程の変更について 

臨時全校保護者会開催12月2日

（月）以降も日々の連絡帳やお電

話で御意見や御質問をいただいて

います。  

12月11日（水）に行いました 

ＰＴＡ顧問会議にも御意見や御質問を寄せていただ

きました。ありがとうございます。 

過日、東京都に来年度の教育課程編成について相

談を行いました。保護者様の御意見と東京都の考え

を受けて検討を重ねています。 

12 月 20 日（金）には第２回放課後等デイサービ

ス事業所連絡会を行い、４０を超える事業所が出席

されました。放デイの方々からは連絡会の中でも、

その後も特別な御意見等は寄せられていません。 

臨時保護者会でお約束したとおり、新たにまとめ

ましたＱ＆Ａと放デイとのやり取り等を本校のホー

ムページに掲載いたします。準備ができ次第さくら

連絡網でお知らせいたします。御一読ください。 

 

 

■うれしいお知らせです！ 

伊藤忠財団の「2024年度 特別支援学校図書支

援助成」に応募していました。12月 23日(月)に

本校が「助成対象に選ばれた」との通知が届きま

した。都立特別支援学校では２校が選ばれました。 

暑い夏に伊藤忠財団の担当者が視察さ

れた際、校内の「読書活動充実プロジェク

ト」担当者が、助成を受けた場合の

活用プランを説明しました。  

子供たちにとっても学校にとっ

ても嬉しいクリスマスプレゼント

になりました。図書だけでなく図書室環境整備物

品も助成金を活用して購入します。 

12月 26日（木）には「読書活動プロジェクト」

の担当者が都立墨東特別支援学校で行われる、読

書活動先進校の実践発表を学びに行ってきます。 

引き続き読書活動・言語教育活動充実に向けて

取り組んでまいりますので、Ｘや学校だより等で

随時、進捗をお知らせいたします。 

伊藤忠財団の活動につきましては次のリンク

を御覧ください ➡こちらです 

 

■ お願いです：虚礼の廃止に御協力ください 

昨年度も卒業が近づいてきた頃にお願いをいたし

ました。 

私たち都立学校教職員は、利害関係者から金銭や

物品等を受け取ることを法令によって禁じられてい

ます。受け取った場合には処分の対象になります。

保護者様からも金銭や物品等をいただくことができ

ません。 

卒業や教職員の異動の際に、御礼にと、こうした

御用意をいただく例があります。お気持ちに感謝し

つつお気遣いは御無用ですので御理解ください。  

会食等を伴う計画がある場合には、弁当代や飲食

に係る金銭の取扱いや勤務の扱いについても規定が

あります。12月11日（水）にＰＴＡ顧問会議でも 

御質問をいただいております。卒業学年でこうした

計画がありましたら、まず学年主任に御相談くださ

い。御理解、御協力をお願いいたします。 
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■ 冬季休業期間中の学校への連絡方法について  

●冬季休業期間の留守番電話対応時間 

17：00から8：30 となります。 

●土日を含む 12月 28日（土）～1月 5日（日）は

学校に教職員は勤務しておりません。 

緊急の場合には、以下の学校携帯電話（渡部副校長）

に御連絡ください。  

※ 事故等の場合は、まず警察署、消防署に連絡を！  

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 冬休みの生活について 

   生活指導部主任 主幹教諭 佐藤 しほ 

 

 明日12月26日より冬休みが始

まります。13 日間のお休みにな

ります。御家族や大切な方々と

過ごされて、新学期には元気な

姿を見せてください。 

 子供たちの健康維持と安全確保のため、下記の事

項に留意して楽しい冬休みをお過ごしください。 

１ 規則正しい生活・健康で安全な生活を送るために 

（１）早寝・早起きをしてできる限り通常と同じ生

活リズムで過ごしましょう。 

（２）手洗い・うがいを心がけましょう。 

（３）適度な運動を心がけましょう。 

（４）屋外での活動もできる範囲で心がけメリハリ

のある生活をしましょう。 

（５）交通ルールを守り自転車に気を付けましょう。 

２ 犯罪から身を守るために 

 子供の痛ましい事故や事件が起きています。休み

中は外に出かける機会が多いと思います。子供をね

らった犯罪から守るために、次の４つの約束につい

て、御家庭でも御確認ください。 

（１） 一人で遊ばない。 

（２） 知らない人についていかない。 

（３） 知らない人に連れて行かれそうになったら 

大声を出す。 

（４） 外出するときには、周りの大人に知らせる。 

【自転車に乗るときは御注意を！】 

 自転車に乗るときには、都の条例により自転車損

害賠償保険等への加入義務と、ヘルメットを必ず着

用すること、及び一時停止標識等の交通ルールを守

ることになっています。今一度御確認ください。 

 

■ 福祉避難所としての校舎提供プランの策定報告 

     生活指導部主任 主幹教諭 佐藤 しほ 

 

学校だより 9月号でお知らせをしていました、板

橋区との福祉避難所開設に関する詳細がまとまりま

したのでお知らせいたします。 

本校は大規模震災の発生時や、台風・大雪等の荒

天が予想される場合、本校の施設を在校する児童・

生徒と御家族の避難場所として優先的に開放いたし

ます。 

また、板橋区とは平成 30

年に福祉避難所（二次避難

所）として校舎の一部を提供

する協定を締結しています。

板橋区が板橋区地域防災計

画に定めた指定避難所で生

活することに支障があると

判断した要支援者の一部の受け入れを本校に要請し

た場合に福祉避難所を開設することになります。  

どの程度の人数の区民の方を、校舎のどのエリア

で受け入れるか等の校舎提供プランを、板橋区危機

管理部地域防災支援課に提出しました。 

【校舎提供プランの概要】 

体育館棟の一部を提供します。体育館フロアを居

住空間、ステージ上を管理機能維持スペース、プー

ル更衣室や採暖室を避難所利用者の個別対応室とし

ます。避難所に提供する主な施設の考え方は以下の

とおりです。 

受け入れ人数 障害児者等の最大定員を 20名と

する 

滞在室 体育館フロア 

一人当たりの居住スペースは

4.0㎡（約２畳） 

感染症隔離室 感染症の方が過ごす滞在室は体

育館棟５階採暖室 

授乳室 体育館棟５階女子更衣室（トイ

レ・シャワー付き） 

更衣及びシャ

ワー室 

体育館棟５階男子更衣室（トイ

レ・シャワー付き） 

男女の利用時間を明確に分ける。 

本部・ボラン

ティア控室 

体育館ステージ上及び舞台袖 

トイレ 体育館棟４階トイレ、体育館棟２

階多目的トイレ 

学校携帯電話 (渡部副校長） 

０７０－６５６９－５９４５ 

※冬季休業期間中の緊急連絡は副校長（渡部）

が対応します。留守番電話になっていること

もありますので、学部、学年、組、お名前、

御用件、折返しの電話番号を録音してくださ

い。折返し御連絡いたします。 



本校の授業再開時に、福祉避難所にて避難生活を

継続されている方がいらした場合でも、授業に差し

支えないようお互いの動線を整理します。 

本校は災害時緊急時帰宅支援ステーションも開設

いたします。来年度には、教職員による設営訓練も

予定しております。 

 

■ 小学部 第6学年卒業遠足 

小学部主任 主幹教諭 藤井 夢 

 すっきりと晴れた１２月１０日（火）に、６年生は

サンシャイン水族館卒業遠足に行ってきました。 

 校長先生、保健室の先生、経営企画室の皆さんが見

送りをする中で、子供たちはバスの中から「行ってき

ます！」と元気に手を振り出発しました。 

水族館では、屋外エリア見学チームと屋内エリア見

学チームの２つに分かれて見学を始めました。 

 屋外エリアに出ると、まず目に入ったのが、アシカ

の水槽です。大きな水槽に横たわるアシカの顔が近づ

いてくると子供たちは大喜びです。少し怖かったの

か、ある子は近くにいる教員の陰に隠れて、横たわる

アシカの様子を真剣に見ていました。 

ペリカンが泳ぐ様子やカワウ 

ソの動きを楽しんだ後は、特殊 

な水槽で泳ぐ姿が見られる天空 

のペンギンの見学です。「空飛 

ぶペンギン」が頭上を泳いだり 

目の前を通り過ぎたりする姿は 

圧巻でした。晴れ渡る青空の中 

を悠々と泳ぐペンギンたちを、 

声も出さずにずっと見上げる 

子供たちの姿がありました。 

 屋内エリアでは、薄暗い照明の中に、色とりどりの

魚たちが泳ぐサンゴ礁の海が広がります。「ニモがい

るよ。」と、知っている魚を見つけて嬉しそうにして

いる子、岩に似たウツボをみつけて「ウツボは噛むか

ら怖いんだよ。」と友達に教えてあげる子。そして、

一番大きな水槽には、アカエイが優雅に泳いでいまし

た。子供たちが水槽に近づくと、アカエイも子供たち

に寄ってきて、なんだかお話をしているような、後ろ

姿がありました。 

クラゲのパノラマやクラゲのトンネルのエリアで

は、暗闇が広がる幻想的な様子をまっすぐに見つめる

子。「クラゲの毛（触手）は長いね。」とクラゲの触手

の長さや、髪の毛みたいな細さに気付いて、「触手だね。

長いね。」と教員とおしゃべりする様子も見ることがで

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幻想的なエリアが終わり魚の泳ぐ映像が流れる階

段を上ると、暖かく明るい水辺の生き物のエリアの

見学の始まりです。ちょっぴり怖い顔のカメレオン

が微動だにせずいたので「動かないねえ。」とじっ

と見ていると・・。少しだけ動いたカメレオン。「キ

ャー」と言って、目をつぶった後に、またよく見る

など、子供たちの好みや興味がはっきりしているこ

とをうれしく思いました。 

 展示をひととおり見終えると、お土産を買うショ

ップに到着です。 

 学校で、欲しいものを決めて、買い物学習をして

きた子供たちの予習は万全です。広いスペースの中

から、学校で決めたものよりもっとお気に入りの商

品を見つけて、急遽買うものを変更した子もいます。

思い思いのお土産を探して、お財布からお金を出し

て、手に入れたお土産に足取りも軽く帰路につきま

した。帰りのバス内では、ランチパーティの話をす

る子供たち。気持ちが高揚したまま、学校に戻りま

す。学校に着くとたくさんの職員や教員の出迎えを

受けて、気持ちも足取りもさらに軽くなる子供たち。 

 自分で選んだ、好きなランチの後に、スイーツや

山盛りのポテトも食べて、おなかもいっぱいになり

ました。 

小学部卒業まで、残り３か月。友達との素敵な思

い出の楽しい一日を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

事前学習では、教員が扮する「さ

かなクン」が登場。 

お魚クイズで、魚の勉強をした

り、買い物学習では、店員役の

さかなクンに買い物の様子を見

届けてもらったりしました。 



■ 中学部の校外活動特集！ 

中学部主任 主幹教諭 竹田 憲功 

 

（１）中学部２年 校外活動 板橋区立教育科学館 

中学部２年生は、12

月13日（金）板橋区立

教育科学館に校外活動

に行ってきました。 

「プラネタリウムの

視聴」では、宇宙や天文

学に関する多彩なプログラムが組まれていました。

デジタル投影機と迫力ある音響設備を備え、美しい

星空や宇宙の神秘をリアルに体験することができま

した。 

「星空案内」では、季節ごとの星空や天体の動き

を分かりやすく解説がありました。生徒のつぶやき

を取り上げながらの解説もあり、楽しく学ぶことが

できました。生徒たちは、投影されるたくさんの星

や星座を見ながら発見もあったようで“星によって

明るさや温度が違うんだね”などの発言も聞こえて

きました。科学館ならではの教育的な要素とエンタ

ーテイメントが融合した、魅力的なプラネタリウム

でした。 

 

（２）中学部３年 校外活動 板橋清掃工場 

 中学部３年生は、12

月3日（火）板橋清掃

工場に校外活動に行

ってきました。 

地域の暮らしや環

境問題について考え、

見学を通して身近な生活とゴミ処理の関係を学習す

ることができました。 

 見学では、ゴミの収集から処理まで流れを学びま

した。工場では、ゴミを焼却して発電し、エネルギ

ーとして活用する仕組みが紹介され、持続可能な社

会づくりの工夫を知ることができました。また、ゴ

ミの分別が適切に行われないと処理に影響が出るた

め、リサイクルや環境保護の大切さも学べました。 

生徒からは、見学中に“ゴミの分別大事だね”、“食

品のロスをなくそう”などの発言もあり、多くの気

付きがありました。 

 見学することで、日常生活でのゴミの減量やリサ

イクル活動をはじめ、地域社会と環境保全について

考えるきっかけになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

日 曜 全校行事 小学部 中学部 保健

精神科健康相談

整形外科健康相談

30 木

31 金

29 水

28 火 小６高三小交流 中１歯みがき指導

25 土

26 日

27 月

24 金 小3・6　2学年合同集会

23 木 小2・5　2学年合同集会

17

22 水 小４高三小交流

21 火 中　授業参観

小１高五小交流

18 土

19 日

20 月

11 土

12 日

13 月

15 水

成人の日

14 火

16 木 月曜時程（小３PM生単）

身体測定（小１～３）

金 避難訓練（地震）

身体測定（中）9 木 給食始

身体測定（小４～６）10 金

8 水 始業式　安全指導日 短縮便下校 短縮便下校

2 木

3

7 火 冬季休業日　終

令和７年度　１月行事予定
スクールバス発車時刻　短縮便１１：４０　１便１３：５５　２便１５：３５

6 月

4 土

5 日

金 休日

休日

元日1 水


